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９ お
母
さ
ん
が
泣
い
て

　
　
　
　
　
喜
ん
で
く
れ
た

市
民

シリーズ
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鳥
居
が
あ
る
お
堂

　
市
立
博
物
館
の
９
月
の
休
館
日く

ん

は
２
日
、
５
日
～
12
日
（
全
館
燻

じ
ょ
う

蒸
）、
17
日
、
24
日
、
30
日
で
す
。

か
ざ
は
や

岡
田
の
風
早
不
動
堂

　
豊
房
地
区
岡
田
の
集
落
か
ら
、
谷

を
奥
へ
奥
へ
と
進
ん
で
い
く
と
鳥
居

が
あ
り
、
お
不
動
様
の
お
堂
に
行
き

当
た
り
ま
す
。
風
早
不
動
と
い
っ

て
、
お
堂
の
正
面
に
は
後
藤
義
光
の

竜
の
彫
刻
が
飾
ら
れ
、
境
内
に
も
奉

納
物
が
と
こ
ろ
狭
し
と
お
か
れ
て
い

ま
す
。

　
ご
本
尊
は
も
ち
ろ
ん
不
動
明
王

で
、
左
側
の
土
手
に
は
、
剣
に
巻
き

つ
く
竜
を
か
た
ど
っ
た
石
の
彫
刻
が

く

り

か

ら

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
倶
利
伽
羅
竜
王

と
い
っ
て
、
不
動
明
王
を
象
徴
す
る

形
で
す
。
そ
の
む
か
し
、
行
者
が
修

か
た
わ

行
を
し
て
い
た
滝
の
傍
ら
な
ど
で
よ

く
見
か
け
る
も
の
で
す
。
風
早
不
動

が
あ
る
場
所
も
、
地
名
を
滝
ノ
沢
と

い
い
、
む
か
し
は
５
ｍ
ほ
ど
の
滝
が

流
れ
落
ち
て
、
修
行
の
場
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
お
不
動
様
は
大
日
如
来
の
使
者

で
、
人
生
に
迷
う
人
々
を
仏
法
に
従

わ
せ
救
済
す
る
仏
様
で
す
。
そ
の
お

堂
の
正
面
に
、
神
社
の
入
口
を
示
す

鳥
居
が
建
っ
て
い
る
の
が
、
現

代
人
の
わ
た
し
た
ち
に
は
な
ん

と
も
不
自
然
に
映
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
明
治
元
年
に
行
わ

れ
た
神
仏
分
離
政
策
以
前
に

は
、
こ
れ
も
自
然
な
姿
で
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
神
社
に
僧
侶

が
い
た
り
、
仏
像
が
祀
ら
れ
た

り
と
、
仏
教
と
神
道
は
混
ざ
り

合
っ
て
い
た
の
で
す
。
神
仏
習

合
と
い
う
現
象
で
、
多
く
の
神

べ
っ
と
う

社
は
別
当
と
呼
ば
れ
る
お
寺
が

管
理
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
江
戸
時
代
の
村
に
は

し
ゅ
げ
ん
し
ゃ

つ

修
験
者
が
い
て
、
憑
き
も
の
落

風早不動堂

か

じ

き

と

う

と
し
や
ま
じ
な
い
な
ど
の
加
持
祈
祷

を
し
て
、
庶
民
の
苦
し
み
や
悩
み
に

応
え
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
修
験

道
も
ま
た
、
古
代
の
山
岳
信
仰
に
神

道
や
密
教
な
ど
の
信
仰
が
混
ざ
り

合
っ
て
で
き
た
も
の
で
し
た
。

　
超
自
然
的
な
力
を
も
ち
い
る
修

験
者
は
、
各
地
の
名
山
・
霊
山
に

入
っ
て
修
行
を
し
ま
す
が
、
そ
の
修

行
を
と
お
し
て
不
動
明
王
と
一
体
に

な
る
と
さ
れ
、
不
動
明
王
は
加
持
祈

祷
の
本
尊
と
し
て
信
仰
さ
れ
ま
し

た
。
炎
で
汚
れ
を
焚
き
清
め
る
お
不

動
様
へ
の
信
仰
は
、
江
戸
時
代
に

は
、
祈
祷
で
病
気
を
治
し
た
り
、
災

い
を
除
い
た
り
す
る
修
験
者
を
と
お

し
て
、
盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
風
早
の
不
動
堂
は
里
見
時
代
の
天

正
十
八
年（
一
五
九
〇
）創
立
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の

後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
風

早
の
不
動
信
仰
は
も
り
あ
が
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
頃
に
、
悩
み
を
も
つ

人
々
が
奉
納
し
た
祈
願
絵
馬
が
、
今

も
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
政
七
年（
一
八
二
四
）に
は
、
竹

し
ゅ
う
は
く

原
村
の
内
科
の
医
師
篠
塚
周
伯
も
、

が
た
き

商
売
敵
の
こ
の
お
不
動
様
に
石
灯
篭

を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
技
術
と
知
識

を
も
っ
た
医
師
に
も
治
せ
な
い
病
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
時
代
、
医
師
の
悩

み
も
大
き
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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市民 南総館山大橋の橋名板の題字を書いた
ゆ う き

秋 山 有 紀 さ ん 、 藤 平 詩 乃 さ ん

シ
リ
ー
ズ

ゆ
う
き

秋
山
有
紀
さ
ん
（
北
条
小
４
年
）

「
自
分
の
書
い
た
字
が
、
橋
に
か

か
っ
て
い
る
の
を
初
め
て
見
て
、

と
っ
て
も
う
れ
し
い
。
選
ば
れ
た

の
を
聞
い
た
時
は
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
家
で
は
お
母
さ
ん
が
、

涙
を
流
す
ほ
ど
喜
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
小
学
１
年
生
か
ら
習
字
を
始

め
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
習

字
を
続
け
て
、
も
っ
と
上
手
に
な

り
た
い
」

藤
平
詩
乃
さ
ん
（
安
房
高
１
年
）

「
『
南
総
館
山
大
橋
』
の
中
で

は
、
館
と
い
う
字
が
一
番
難
し

か
っ
た
。
現
場
に
来
て
、
私
が
書

い
た
ん
だ
と
実
感
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
す
る

時
は
、
同
じ
字
を
800
枚
も
書
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
苦
労
し
て
書

い
た
作
品
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
、

お
も
し
ろ
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
題
字
に
な
る
チ
ャ

ン
ス
は
な
か
な
か
な
い
ん
で
、
こ

れ
か
ら
の
励
み
に
な
り
ま
す
」

　
先
月
18
日
に
開
通
し
た
国
道
410

号
北
条
バ
イ
パ
ス
に
架
か
る
南
総

館
山
大
橋
。
こ
の
橋
名
板
の
文
字

は
、
昨
年
度
の
冬
休
み
に
小
学
生

に
は
平
仮
名
で
、
中
学
生

に
は
漢
字
で
書
い
て
も
ら

い
募
集
し
ま
し
た
。
小
学

生
か
ら
64
点
、
中
学
生
か

ら
34
点
の
応
募
の
中
か

ら
、
秋
山
さ
ん
、
藤
平
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞

と
し
て
選
ば
れ
、
橋
の
顔

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
山
さ
ん
の
字
は
、
橋

の
南
側
の
上
り
車
線
に
、

藤
平
さ
ん
の
字
は
北
側
下

り
車
線
に
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

き
ょ
う
め
い
ば
ん

南
総
館
山
大
橋
橋
名
板
の
題
字

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

藤平詩乃さん

秋山有紀さん



し
、
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
確
立
す
る
た
め
、
実
施
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　
施
策
の
方
向
・
整
備
目
標

　
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
念

の
浸
透
／
障
害
者
と
障
害
者
問
題

に
関
す
る
市
民
の
理
解
と
認
識
を

深
め
、
障
害
者
の
自
立
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
「
福
祉
教
育
」
、

「
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
」、「
障
害

者
の
社
会
参
加
」
に
つ
い
て
、
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
障
害
者
の
生
活
の
質
の
向
上
／

障
害
者
本
人
や
家
族
か
ら
の
あ
ら

福
祉
会
近
藤
好
雄
会
長
、
委
員
数

19
人
）
で
平
成
12
年
か
ら
検
討
し

て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
の
障
害
者
の
現

状
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
と
市
民
の
意
識
を
把
握
す

る
た
め
に
障
害
を
も
つ
人
800
人
、

健
常
者
500
人
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
委
員
会
や
、
実
態
調

査
の
結
果
を
ふ
ま
え
た
計
画
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
障
害
者
計
画
の
概
要

　
障
害
者
福
祉
の
推
進
を
図
る
た

め
、
今
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま

で
の
10
年
間
を
計
画
の
期
間
と

２平成14年８月１日

集特

　
館
山
市
で
は
、
障
害
者
福
祉
に

関
す
る
施
策
を
見
直
し
、
更
に
推

進
し
て
い
く
た
め
「
障
害
者
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
５
年
12
月
制
定

の
障
害
者
基
本
法
、
さ
ら
に
、
平

成
７
年
12
月
に
、
国
が
掲
げ
た

「
障
害
者
プ
ラ
ン
・
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
７
ヵ
年
戦
略
」
で
、

各
市
町
村
に
、
障
害
者
計
画
の
策

定
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
た

も
の
で
す
。

　
策
定
に
あ
た
り
、
福
祉
団
体
の

代
表
者
や
医
療
関
係
者
、
障
害
を

も
つ
人
た
ち
な
ど
で
構
成
す
る

「
障
害
者
計
画
策
定
委
員
会
」

（
委
員
長
　
館
山
市
身
体
障
害
者

完
全
参
加

 

と

 

平
等
の
実
現

 

を
め
ざ
し
て

　
館
山
市
の
障
害
者
の
数
は
年
々
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
表
１
）
さ
ら
に
、
65
歳
以
上
の
人
口
が
26
・
０

％
（
平
成
14
年
４
月
現
在
）
を
越
え
る
現
状
か
ら
、
障
害
者
を
持
つ
世
帯
や
、
高
齢
者
世
帯
が
増
え
、
在
宅
福
祉

の
充
実
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
ま
と
ま
っ
た
「
館
山
市
障
害
者
計
画
」
は
、
障
害
者
の
現
状
と
福
祉
ニ
ー

ズ
を
ふ
ま
え
、
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
殖
22
―
３
４
９
２
）

障
害
者
計
画
ま
と
ま
る

 サービス区分

鼻ホームヘルプ

サービス事業の

充実

柊心身障害者デ

イサービス事業

の実施

稗福祉タクシー

事業の充実

匹障害者医療費

支給制度の充実

疋生活ホーム・

グループホーム

の確保

         現     状
       （対象者）

心身障害者

※重度身体障害者

※知的障害者

（18歳未満は重度）

身体障害者（未実施）

知的障害者（未実施）

身体障害者

　１級、２級の一部

知的障害者

　重度知的障害者

身体障害者１級～４級

知的障害者

知的障害と判定された人

生活ホーム・グループ

ホームともになし

 Ｈ14～18年度

安房圏域内施設の

利用により実施

身体障害者１箇所

知的障害者１箇所

対象者の拡大

※精神障害者を

対象とする

対象者の拡大

※精神障害者を

対象とする

Ｈ19～23年度

助成額の充実

タクシー券の交付

枚数を現行24枚/年

から目標36枚/年に

精神障害者ホームヘルプサービス事業

の実施、ガイドヘルパー事業の実施、

手話通訳奉仕員制度の導入、難病ホー

ムヘルプサービス事業の実施

整　　備　　目　　標

知的障害者２ヵ所

精神障害者２ヵ所

　 備　考

精神障害者の

対象範囲は、

今後検討する

精神障害者の

対象範囲は、

今後検討する

新規設置・運

営を支援

▼表２　整備目標（主な福祉サービスの整備目標）

　ノーマライゼーション

障害者を特別視するのでは

なく、一般社会の中で、ふつ

うの生活が送れるような条

件を整えるべきであり、と

もに生きる社会こそノーマ

ルであるという考え方。

３ だん暖たてやま

ゆ
る
相
談
に
対
応
で
き
る
総
合
相

談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ

ン
通
信
を
活
用
し
た
情
報
提
供
を

検
討
し
ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
も
、
現
在
、
実
施
さ
れ
て

い
な
い
在
宅
福
祉
制
度
の
実
施
と

拡
充
（
表
２
）
を
図
り
ま
す
。

　
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
／
関

係
機
関
と
の
連
携
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
就
労
機
会
（
一
般
就
労
・
福
祉

的
就
労
等
）
の
確
保
に
努
め
ま

す
。
ま
た
障
害
者
が
自
由
に
外
出

で
き
る
よ
う
、
公
共
建
物
や
道
路

な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
努
め

ま
す
。

＜サービス利用の手続き＞

１.市町村の情報提供と利用者の情報収集・相談

２.支援費支給申請

　必要なサービスを選択し、市に支援費の支給申請　　

３.支給決定（要否の検討）

　受給者証の交付（居宅支援・施設支援）

４.契約

　利用者は、事業者・施設と、サービス利用に関する

　契約を結ぶ

５.サービス提供

　契約を結んだ事業者や施設からサービスを受ける

６.利用者負担の支払い

　サービスを受けた施設や事業者に利用者負担分を支払う

７.支援費の支給（代理受領）

　市が支援費を支給（施設や事業者が代理で受領する）

＜申請窓口＞　

　施設訓練等支援／施設を利用する前に住んでいた市町村

※現在、施設を利用している人は、１年間の経過措置が

あり、平成１６年３月までに手続きしてください。

　居宅生活支援／利用希望者が住んでいる市町村

※居宅生活支援のサービスは、経過措置がありません。

今年度内に手続きが必要です。　

※今年の10月１日現在、支援費制度の対象サービスを利

用している人には、社会福祉課からお知らせします。

　問合せ／社会福祉課社会福祉係（殖22－3492）

　障害者福祉サービスの利用制度「支援費制度」が、来

年４月１日からはじまります。

　今までは市町村が決定していた「措置制度」でした

が、来年度からは利用者の自己決定を尊重した「支援費

制度」へ移行します。この制度の導入で、自らの意思で

サービスを選択し、事業者との契約でサービスを利用す

るようになります。

＜支援費制度の対象になるサービス＞

　　障　害　別

視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声・言語・そしゃく

機能障害

肢体不自由

内部障害

心臓障害

じん臓機能障害

ぼうこう直腸

呼吸器障害

小腸機能障害

免疫機能障害

　　　　計

Ｈ４

243

155

  25

848

161

   ―

  59

  32

   ―

   ―

   ―

1,523

183

―

Ｈ９

181

137

  23

849

244

   ―

  78

  41

   ―

   ―

   ―

1,553

199

38

Ｈ14

163

124

  26

883

   ―

270

  99

  59

  37

    1

    0

1,662

254

174

▼表1　障害者（児）手帳所持者の推移

身

体

障

害

知 的 障 害

精 神 障 害

～ 来年４月から支援費制度スタート ～

サービスを選ぶ制度に変わる

　　　　居 宅 生 活 支 援

身体障害者居宅介護等事業

（ホームヘルプサービス）

身体障害者デイサービス事業

身体障害者短期入所事業

知的障害者居宅介護等事業

（ホームヘルプサービス）

知的障害者デイサービス事業

知的障害者短期入所事業

知的障害者地域生活援助事業

（グループホーム）

児童居宅介護等事業

（ホームヘルプサービス）

児童デイサービス事業

児童短期入所事業

 　施設訓練等支援

身体障害者授産施設

身体障害者療護施設

身体障害者更生施設

知的障害者授産施設

知的障害者更生施設

知的障害者通勤寮

国立コロニー

　 バリアフリー

障害のある人が社会

生活を送るうえで、

障壁（バリア）とな

るものを除去するこ

と。



４５ だん暖たてやま 平成14年８月１日

　
８
月
５
日
か
ら
、
各
種
行
政
の

基
礎
と
な
っ
て
い
る
住
民
基
本
台

帳
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
本
人
確
認
情
報
（
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
住
民
票

コ
ー
ド
と
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
）

を
全
国
の
市
町
村
と
都
道
府
県
、

指
定
情
報
処
理
機
関
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
ぶ
こ
と
で
、
住
民
の

第1次稼動（今月５日から）

・住民票コードの住民票への記載開始

・市から県への本人確認情報の通知

・県から指定情報処理機関への本人確認情報の通知

・指定情報処理機関から国の行政機関等への本人確認情

　報の提供（提供を受けられる国の行政機関等と利用で

　きる事務は、法律に規定されている特定の93事務で、

　目的外の利用は禁止されています）

第2次稼動（来年８月予定）

・住民基本台帳カードの交付

　（希望者に有料で交付します）

・住民票の写しを広域交付（住民基本台帳カードなどを

　使って、全国どこの市町村でも、本人や世帯の住民票

　の写しの交付が受けられるようになります）

・転入転出の特例処理（転出する市町村に付記転出届を

　郵送すれば、転入する市町村で、住民基本台帳カード

　を添えて転入届を提出するだけで済みます）

負
担
の
軽
減
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど

行
政
の
合
理
化
に
向
け
、
全
国
規

模
で
本
人
確
認
を
効
率
的
に
行
う

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
稼
動
に
伴
い
、
世
帯
ご
と
に
市

民
１
人
ひ
と
り
に
あ
て
た
住
民
票

コ
ー
ド
を
通
知
し
ま
す
。
通
知
さ

れ
た
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
今
後
、

行
政
手
続
き
の
際
に
求
め
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
住
民
票

コ
ー
ド
は
、
無
作
為
に
抽
出
さ
れ

た
11
桁
の
番
号
で
、
本
人
か
ら
の

申
請
で
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、
民
間
で
の
利
用
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
予
定
で
は
、
来
年
８
月
に
は
、

１
人
ひ
と
り
に
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
を
希
望
者
に
有
料
で
交
付

し
、
住
民
票
の
写
し
の
交
付
が
全

国
ど
こ
の
市
町
村
か
ら
で
も
受
け

世
帯
ご
と
に
住
民
票
コ
ー
ド
を
通
知

住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
５
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
個
人
情
報

を
扱
う
こ
と
か
ら
、
制
度
（
法

令
）
、
技
術
、
運
用
の
側
面
か
ら

個
人
情
報
を
保
護
す
る
万
全
の
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
市
民
課
（
殖
22
―
３

４
１
４
）

せ知お ら

　昨年９月から、漏水工事と補強工事を行っていた宮城水源地

から茂名に抜ける照尾トンネルが先月４日から開通しました。

　当初今年の11月までの予定で昼夜間全面通行止めをしていま

したが、昨年度と同じ業者が工事したことで準備期間が省略で

きたことや工事が順調に進んだことで、工期が大幅に短縮し

て、開通のはこびとなりました。

　新しくなったトンネルは、ロックボルト240本で補強、全体

照尾トンネルが開通

を防水シートとポ

リマーモルタルで

仕上げ水漏れもな

く、照明も完備、

白色塗装でかなり

明るい仕上がりに

なっています。

　問合せ／建設課

（殖22―3636）

　
平
成
17
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

剣
道
競
技
、
平
成
22
年
度
第
65
回

国
民
体
育
大
会
の
剣
道
・
軟
式
野

　
家
庭
で
使
う
水
道
水
は
、
道
路

に
埋
設
し
て
あ
る
配
水
管
か
ら
分

岐
し
た
小
口
径
の
給
水
管
か
ら
供

給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
給
水
管
に
は
何
種
類
か
あ
り
ま

す
が
、
鉛
管
は
、
長
時
間
、
水
道

水
を
滞
留
す
る
と
、
微
量
の
鉛
が

溶
け
出
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
三
芳
水
道
企
業
団
で
は
、
現

在
、
鉛
管
を
使
用
し
て
い
る
家
庭

を
調
査
し
、
順
次
交
換
す
る
予
定

で
す
。

　
鉛
管
を
使
用
し
て
い
る
と
わ
か
っ

た
家
庭
で
は
、
朝
一
番
や
旅
行
な
ど

で
水
道
を
長
時
間
使
わ
な
か
っ
た
と

き
は
、
念
の
た
め
バ
ケ
ツ
一
杯
程
度

の
最
初
の
水
は
、
飲
用
水
以
外
に
お

使
い
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
三
芳
水
道
企
業
団

（
殖
22
―
３
７
２
９
）

球
競
技
会
場
地
と
し
て
、
館
山
市

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
今
年
高
知
県

で
開
催
さ
れ
る
第
57
回
国
民
体
育

大
会
に
む
け
て
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
が
千
葉
県
を
メ
イ
ン
会
場
に

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
、
今
月
25
日
に
館
山

運
動
公
園
体
育
館
で
、
関
東
１
都

７
県
の
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、

剣
道
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
内
か
ら
は
、
成
年
女
子
の
中

堅
に
山
﨑
圭
子
（
沼
在
住
）
さ
ん

が
参
加
し
て
、
国
体
へ
の
出
場
を

め
ざ
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課
（
殖
22

―
３
６
９
６
）

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障

害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

経
過
的
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
毎
年
１
回
の
現
況
届
な
ど

が
必
要
で
す
。

　
届
出
が
遅
れ
た
り
、
提
出
さ
れ

な
い
と
、
次
の
受
給
月
に
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
期
間
／
８
月
12
日（
月
）～
９
月

10
日
（
火
）
ま
で

　
持
ち
物
／
特
別
児
童
扶
養
手
当

は
、
証
書
と
印
鑑
。
特
別
障
害
者

　
安
房
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受

け
、
安
房
医
師
会
が
設
置
し
て
い

る
公
共
施
設
で
す
。
労
働
者
が
50

人
未
満
の
小
規
模
事
業
場
の
健
康

管
理
の
支
援
や
健
康
相
談
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
／
健
康
相
談
室
の
開

設
（
健
康
管
理
や
定
期
健
康
診
断

の
事
後
相
談
な
ど
を
産
業
医
が
相

談
に
応
じ
ま
す
）
、
訪
問
産
業
保

健
指
導
（
産
業
医
な
ど
が
事
業
場

を
訪
問
し
、
健
康
管
理
や
作
業
環

境
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま

す
）
、
産
業
保
健
情
報
の
提
供

（
健
康
管
理
な
ど
の
図
書
や
ビ
デ

オ
の
貸
出
し
や
紹
介
を
し
ま
す
）

　
問
合
せ
／
安
房
地
域
産
業
保
健

セ
ン
タ
ー
（
安
房
医
師
会
内
）

（
殖
22
―
４
０
３
６
）

手
当
な
ど
は
、
印
鑑
。

　
問
合
せ
・
届
出
先
／
社
会
福
祉

課
（
殖
22
―
３
４
９
２
）

　
市
で
は
、
年
度
内
に
18
歳
ま
で

の
児
童
を
養
育
す
る
母
子
家
庭
の

母
、
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
、
そ

の
児
童
が
、
病
気
な
ど
で
治
療
を

受
け
た
と
き
に
、
自
己
負
担
額
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
受
け
る
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
認
定
を
う
け
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
障
害
が

あ
る
（
あ
る
か
も
し
れ
な
い
）
子
ど

も
の
育
児
に
関
す
る
問
題
や
就
学

な
ど
教
育
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る

人
を
対
象
に
巡
回
相
談
を
行
い
ま

す
。

　
期
日
／
10
月
31
日
（
木
）

　
場
所
／
県
立
館
山
聾
学
校

　
養
育
・
就
学
な
ど
の
相
談
／
羨

小
・
中
学
校
、
盲
・
聾
・
養
護
学

校
へ
の
就
学
、
腺
障
害
が
あ
る

（
あ
る
か
も
し
れ
な
い
）
子
ど
も

の
教
育
や
保
育
、
舛
障
害
を
改

善
、
克
服
す
る
た
め
の
養
育
内

容
、
方
法
【
子
ど
も
を
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
】

　
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
な
ど
の
相
談

／
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）
や
注
意
欠
陥

多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
、
高
機

能
自
閉
症
な
ど
が
疑
わ
れ
、
学
習

困
難
や
集
団
不
適
応
を
き
た
し
て

い
る
子
ど
も
の
相
談
【
子
ど
も
は

同
伴
し
な
く
て
も
結
構
で
す
】

　
締
切
／
９
月
13
日
（
金
）

　
申
込
み
・
問
合
せ
／
市
学
校
教

育
課
（
殖
22
―
３
６
９
４
）

剣
道
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　▼住基ネットワークのスケジュール

念 

の
た
め
注
意
し
て
！
　
鉛
管
の
給
水
管

国
体
に
む
け
て

明るく
丈夫に
安全に

　館山駅西口土地区画整理事業の計画変更

が県から認可を受けました。

　主な変更内容は、施行区域内の測量結果

に伴う面積などの変更や資金計画の変更で

す。関係図書は、館山駅周辺整備事務所で

見ることができます。

　問合せ／館山駅周辺整備事務所【安房西

高等学校正門前】（殖23－8721）

西口土地区画整理事業の

計画変更が認可

　
助
成
の
範
囲
／
保
険

適
用
の
医
療
費
等
に
つ

い
て
次
の
範
囲
で
助
成

し
ま
す
。
１
人
が
１
つ

の
病
院
ま
た
は
薬
局
で

１
ヶ
月
に
外
来
で
千
円

以
上
、
入
院
で
１
日
300

円
以
上
支
払
っ
た
場

合
、
そ
の
超
え
た
分
を

助
成
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉

課
社
会
福
祉
係
（
殖
22

―
３
４
９
２
）

福
祉
手
当
の
現
況
届
は
９
月
10
日
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
に
医
療
費
を
助
成

障
害
が
心
配
な
子
ど
も
の
相
談

小
規
模
事
業
場
の
健
康
の
支
援



　
日
時
／
９
月
７
日
、
８
日
、
21

日
、
23
日
、
28
日
、
29
日
、
10
月

５
日
、
６
日
、
12
日
、
13
日
　
全

10
回
　
午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時

　
場
所
／
温
水
プ
ー
ル
（
湊
）

　
対
象
／
市
民
で
泳
げ
な
い
人
、
子

ど
も
は
４
歳
以
上
【
事
前
に
医
師
の

健
康
診
断
を
う
け
て
く
だ
さ
い
】

６平成14年８月１日

せ知お ら集募
　
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を
希
望

す
る
人
で
、
ま
だ
申
込
み
が
す
ん
で

い
な
い
人
は
、
電
話
で
申
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
申
込
み
さ
れ
た

人
は
今
月
中
旬
頃
に
案
内
を
通
知
し

ま
す
。
総
合
検
診
を
申
し
込
ん
だ
と

き
に
あ
わ
せ
て
申
し
込
ん
だ
人
は

不
要
で
す
。

　
日
時
／
８
月
31
日
（
土
）、
９
月

７
日
（
土
）、
午
前
８
時
45
分
か
ら

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
寝
た
き
り
や
在
宅
心
身
障
害

で
、
歯
科
医
療
機
関
に
通
院
で
き

な
い
市
内
に
在
住
す
る
人
を
対
象

に
歯
科
医
師
な
ど
が
各
家
庭
を
訪

問
し
ま
す
。
歯
周
疾
患
や
義
歯
の

調
整
な
ど
の
応
急
措
置
、
口
腔
清

　
対
象
／
市
内
在
住
で
30
歳
以
上

の
女
性

　
料
金
／
乳
が
ん
検
診
300
円
、
子

宮
が
ん
検
診
は
、
子
宮
頚
部
検
診
600

円
、
子
宮
頚
・
体
部
検
診
千
300
円

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
管
理

課
（
殖
23
―
３
１
１
３
）

掃
な
ど
の
保
健
指
導
を
行
い
ま

す
。

　
実
施
期
間
／
９
月
か
ら
11
月

　
締
切
／
９
月
13
日
（
金
）

　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課
（
殖
23

―
３
１
１
３
）

　
Ｏ
157
は
、
「
ベ
ロ
毒
素
」
と
い

う
強
力
な
毒
を
作
り
出
す
性
質
が

あ
り
ま
す
。
ベ
ロ
毒
素
は
体
内
に

侵
入
す
る
と
大
腸
を
た
だ
れ
さ

せ
、
血
管
壁
を
破
壊
し
て
出
血
を

お
こ
し
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
Ｏ

157
を
は
じ
め
、
食
中
毒
が
お
こ
り

や
す
い
季
節
。
充
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。

　
注
意
点
／
羨
帰
宅
後
、
調
理

前
、
食
事
前
に
は
充
分
な
手
洗
い
。

腺
食
肉
を
扱
っ
た
容
器
、
包
丁
、

ま
な
板
は
熱
湯
で
殺
菌
。
舛
生

肉
、
生
レ
バ
ー
は
食
べ
な
い
。
船

食
材
は
よ
く
洗
い
、
食
品
は
充
分

に
、
加
熱
し
て
調
理
す
る
。
薦
生

も
の
や
調
理
後
は
早
め
に
食
べ
る
。

詮
井
戸
水
は
生
の
ま
ま
飲
ま
な
い
。

賎
低
温
で
も
生
き
続
け
る
の
で
、
冷

蔵
庫
に
入
れ
て
も
安
心
し
な
い
。

　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課
（
殖
23

―
３
１
１
３
）

「
最
近
ち
ょ
っ
と
太
っ
て
き
た
か

ら
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
挑
戦
し
よ
う

か
な
」。
１
人
で
は
な
か
な
か
で

　　　　内　　容

オリエンテーション

講演「肥満と生活習慣病」
｢あなたの食生活は大丈夫？｣
食生活の講義・グループづくり
｢楽しく運動｣・運動の講義と実技
グループ学習
修了式
体験発表会

　日　　程

８月29日（木）

13:30～15:30
９月  9日（火）
  9:30～11:30
10月 1日（火）
13:30～15:30
10月31日（木）
  9:30～11:30

▼健康スリム教室日程

健
康
ス
リ
ム
教
室

　
定
員
／
大
人
10
人
、
小
人
10
人

　
参
加
料
／
大
人
400
円
、
小
人
200

円
（
保
険
料
）

　
申
込
み
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
水
泳

教
室
参
加
希
望
と
し
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
応
募
先

ま
で
（
往
復
ハ
ガ
キ
１
枚
で
１
人
）

　
締
切
／
８
月
23
日
（
金
）

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
294
―
８

６
０
１
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
殖
22
―

３
６
９
６
）

水

泳

教

室

き
な
く
て
も
、
同
じ
悩
み
を
持
つ

仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
す
。

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
講
師
／
医
師
、
保
健
師
、
管
理

栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士

　
対
象
／
市
民
で
、
羨
肥
満
傾
向

の
人
、
腺
健
康
づ
く
り
に
興
味
の

あ
る
人

　
締
切
／
８
月
16
日（
金
）

　
申
込
み
・
問
合
せ
／
健
康
管
理

課
（
殖
23
―
３
１
１
３
）

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
を
通
じ
て
、
自
宅
で
学
習
で
き

る
正
規
の
大
学
で
す
。
18
歳
以
上

な
ら
誰
で
も
入
学
で
き
、
１
科
目

だ
け
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

　
募
集
学
生
／
羨
全
科
履
修
生

（
４
年
以
上

在
学
し
、
学

士
の
学
位
の

取
得
を
め
ざ

し
ま
す
）
、

腺
選
科
履
修

生
（
１
年
間

在
学
し
、
希

放
送
大
学

望
す
る
科
目
を
履
修
し
ま
す
）
、

舛
科
目
履
修
生
（
１
学
期
間
（
６
ヵ

月
）
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を

履
修
し
ま
す
）

　
出
願
受
付
／
８
月
15
日
（
木
）

　
問
合
せ
・
資
料
請
求
／
〒
261
―

８
５
８
６
　
放
送
大
学
千
葉
学
習

セ
ン
タ
ー
（
殖
043
―
298
―
４
３
６

７
）

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診寝

た
き
り
の
人
に
歯
の
健
診

Ｏ
157
に
気
を
つ
け
て

７ だん暖たてやま

　姉妹都市ベリンハムのバーチュード小学

校の子どもたちとクリスマスカードや年賀

状などの交換をするグリーティングカード

を募集しています。市教育委員会では、夏休

み前に市内の小学校４年生から６年生に呼

びかけました。

　問合せ／生涯学習課（殖22ー3698）

　
安
房
花
愛
好
者
の
集
い
で
は
、

第
５
回
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
。

　
対
象
／
【
個
人
の
部
】
市
内
の

個
人
住
宅
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
で
１
人
１
点

と
し
、
個
人
名
の
参
加
票
と
写
真

４
枚
（
内
１
枚
は
全
景
）、
【
集
団

の
部
】
企
業
な
ど
の
戸
外
ま
た
は

２
戸
以
上
の
住
宅
の
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
で
、
代
表
者
の
参
加
票
、
全
景

写
真
１
枚
、
各
戸
の
写
真
１
枚
づ

つ
。
個
人
の
部
、
集
団
の
部
と
も
に

こ
の
春
か
ら
夏
ま
で
の
間
に
撮
影

さ
れ
た
２
Ｌ
判
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

　
申
込
み
／
中
央
公
民
館
、
館
山

地
区
公
民
館
に
あ
る
参
加
票
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
写
真
と

い
っ
し
ょ
に
申
込
み
先
ま
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　
締
切
／
９
月
30
日
（
月
）（
当
日

消
印
有
効
）

　
審
査
／
10
月
上
旬
に
写
真
審
査

し
、
上
位
作
品
を
現
地
調
査
し
ま

す
。

　
賞
／
個
人
の
部
、
集
団
の
部
そ

れ
ぞ
れ
に
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、

優
良
賞
。
最
優
秀
賞
の
上
位
に
特

別
賞
。

　
展
示
／
11
月
３
日
か
ら
５
日
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

す
る
文
化
祭
に
展
示

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
294
―
０

０
３
６
　
館
山
市
館
山
267
―
７
　

館
山
市
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
ク
ー

ル
事
務
局
酒
本
俊
雄
（
殖
24
―
２

１
５
０
）

　
在
宅
で
高
齢
者
な
ど
に
身
体
介

護
や
家
事
援
助
を
提
供
す
る
た
め

に
、
必
要
な
知
識
と
技
術
を
身
に

つ
け
る
研
修
で
す
。
身
体
介
護
が

で
き
る
２
級
資
格
が
取
得
で
き
ま

す
。

　
講
習
期
間
／
11
月
16
日
（
土
）

か
ら
来
年
３
月
８
日
（
土
）
ま
で
の

間
の
22
日
間
、
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
10
分

　
受
講
料
／
７
万
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

　
申
込
み
期
間
／
９
月
30
日
（
月
）

必
着

　
試
験
日
／
10
月
17
日（
木
）

　
申
込
み
方
法
／
写
真
添
付
し
た

履
歴
書
、
400
字
詰
原
稿
用
紙
１
枚

に
志
望
動
機
、
80
円
切
手
を
貼
付

し
、
あ
て
先
記
入
し
た
返
信
用
封

筒
を
申
込
み
先
ま
で

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
296
―
８

６
０
２
　
亀
田
総
合
病
院
継
続
学

習
セ
ン
タ
ー
（
殖
０
４
７
０
―
99

―
１
１
６
５
）

　市立博物館では、開館

以来20年にわたり、市民

か ら の 寄 贈 や 購 入 な ど

で、地域の歴史やむかし

の暮らしにかかわる数多

くの資料を収集してきま

した。１万点を超える収

蔵資料のうち、未公開の

ものを中心に収蔵資料展

を開催しています。

　今回は、安房地方に伝

えられてきた近世、近代

の書画を紹介します。

　期間／９月１日（日）

　日時／８月25日（日）午後１時から午後６時

　場所／休暇村館山

　出演／チイ・ケアロハ・ヤマムロ

　演奏／レイナニ・アイランダース、ワン

ペ・コールス

　問合せ／休暇村館山（殖29―０２１１）

日時／８月24日（土）午後２時開演

場所／南総文化ホール

入場／無料

問合せ／長狭高等学校

　　　　殖0470―92―1225

まで（月曜日は休館）

　開館時間／午前９時から午後４時30分まで

　場所／市立博物館（城山公園内）

　観覧料／高校生・一般150円（80円）、

小･中学生80円（50円）、（　）内は20人以上

の団体
つぐはる ぶんざん

　展示内容／藤田嗣治自画像、新井文山書、
ま で の こ う じみちふさ

万里小路通房書、大野太平書など38点

　問合せ／市立博物館（殖23―5212）

そ
う
そ
う
し

大
野
太
平
賛
高
橋
蒼
々
子
俳
画

　
　 

　
　
「
岬
ま
で
時
雨
つ
沖
は
て
る
白
帆
」

イ ベ ン ト

長狭高校吹奏楽部
第29回定期演奏会

ハワイアン
フェスティバルin館山

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
ク
ー
ル

訪
問
介
護
員
養
成
研
修（
２
級
）

  企画展　第9回収蔵資料展

安房に伝来した書画

グリーティングカード


